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漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征

士
郎
衆
議
院
議
員
）
は
、
１１

月
２５
日
（
木
）
午
前
９
時
３０

分
か
ら
自
由
民
主
党
本
部
会

議
室
に
お
い
て
、
２１
名
の
国

会
議
員
が
出
席
し
臨
時
総
会

を
開
催
し
た
。
総
会
に
は
神

谷
崇
水
産
庁
長
官
、
矢
花
渉

史
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

長
ら
水
産
庁
幹
部
及
び
関
係

団
体
を
招
き
協
議
を
行
っ

た
。青

木
一
彦
事
務
局
長
の
司

会
で
議
事
が
進
め
ら
れ
、
最

初
に
衛
藤
会
長
か
ら
、
「
日

頃
よ
り
、
漁
港
・
漁
場
・
漁

村
の
整
備
、
振
興
に
多
大
な

ご
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
る

皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。
本
年
は
、
漁
港
漁
場
整

備
長
期
計
画
の
改
定
年
に
あ

た
る
た
め
、
議
員
連
盟
内
に

長
期
計
画
の
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
様
々
な
角
度
か
ら

議
論
を
行
っ
て
提
言
を
取
り

ま
と
め
た
。
国
は
こ
の
提
言

を
受
け
長
期
計
画
の
策
定
作

業
を
鋭
意
進
め
て
い
る
と
聞

い
て
お
り
、
ご
苦
労
を
頂
い

た
委
員
各
位
に
会
長
と
し
て

感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
夢
と

活
力
の
あ
る
新
た
な
長
期
計

画
の
策
定
に
向
け
、
当
議
連

と
し
て
も
、
引
き
続
き
力
強

く
支
援
し
て
参
り
た
い
。

現
在
令
和
４
年
度
予
算
の

編
成
作
業
も
大
詰
め
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
国
の

財
政
状
況
等
か
ら
大
変
厳
し

い
も
の
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。
令
和
４
年
度

予
算
は
新
た
な
長
期
計
画
の

ス
タ
ー
ト
の
予
算
で
あ
り
、

当
議
連
と
し
て
も
全
国
各
地

の
水
産
業
及
び
漁
村
を
支
え

て
い
く
観
点
か
ら
、
予
算
の

満
額
獲
得
に
向
け
最
大
限
の

努
力
を
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
水
産
庁
漁
港
漁

場
整
備
部
の
矢
花
渉
史
部
長

か
ら
、
令
和
３
年
度
水
産
基

盤
整
備
関
係
補
正
予
算
に
つ

い
て
、
令
和
４
年
度
水
産
基

盤
整
備
関
係
予
算
の
概
算
要

求
に
つ
い
て
、
新
た
な
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
の
検
討

状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
令
和
３
年
度
水
産
基
盤

整
備
関
係
補
正
予
算
に
つ
い

て
は
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速

化
対
策
に
２
３
０
億
円
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
等
対
策
に
公
共
、
非
公

共
合
わ
せ
て
５０
億
円
が
付
い

た
こ
と
、
令
和
４
年
度
水
産

基
盤
整
備
関
係
予
算
の
概
算

要
求
は
、
対
前
年
比
１
１
８

・
４
％
で
要
求
し
て
い
る
こ

と
、
次
期
長
期
計
画
に
つ
い

て
は
来
年
３
月
下
旬
に
閣
議

決
定
を
予
定
し
て
い
る
と
し

て
、
現
在
の
検
討
内
容
に
つ

い
て
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

進
藤
金
日
子
参
議
院
議
員
か

ら
「
漁
港
・
漁
場
の
整
備
に

あ
た
っ
て
は
、
個
々
の
整
備

状
況
を
カ
ル
テ
化
し
て
県
等

と
も
連
携
し
て
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
海
水
温
の
上

昇
に
つ
い
て
は
、
漁
獲
や
養

殖
に
大
き
な
影
響
が
出
て
お

り
、
状
況
を
整
理
し
て
方
向

性
を
示
し
対
策
を
取
る
べ

き
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
司
会
の
青
木
事

務
局
長
か
ら
、
漁
港
・
漁
場

・
漁
村
の
整
備
促
進
に
関
す

る
議
連
の
意
思
の
結
集
と
し

て
の
決
議
案
文
が
説
明
さ

れ
、
議
連
の
総
意
と
し
て
決

議
の
推
進
を
図
る
た
め
に
積

極
的
に
行
動
し
て
い
く
こ
と

が
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

財
務
省
に
対
し
て
は
早
速
同

日
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
鈴
木

俊
一
財
務
大
臣
に
要
請
を
行

う
こ
と
が
紹
介
さ
れ
議
事
を

終
了
し
た
。

本
人
出
席
の
国
会
議
員
２１

名
は
次
の
通
り（
敬
称
略
）。

【
衆
議
院
議
員
】

衛
藤
征
士
郎
、
伊
林
辰
憲
、

伊
東
良
孝
、
小
里
泰
弘
、
勝

俣
孝
明
、
北
村
誠
吾
、
古
賀

篤
、
長
谷
川
淳
二
、
平
口
洋
、

藤
井
比
早
之
、
堀
井
学
、
松

本
剛
明
、
宮
内
秀
樹

【
参
議
院
議
員
】

青
木
一
彦
、
加
田
裕
之
、

進
藤
金
日
子
、
高
橋
は
る
み
、

堂
故
茂
、
長
峯
誠
、
舞
立
昇

治
、
山
下
雄
平

代
理
出
席
は
４５
名
。

http : //www.gyokou.or.jp/

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟（
会
長
・
衛
藤
征
士

郎
衆
議
院
議
員
）は
、１１
月
２５

日（
木
）午
前
１０
時
３０
分
か
ら

漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
整
備
促

進
に
関
す
る
緊
急
特
別
決
議

の
申
し
入
れ
を
鈴
木
俊
一
財

務
大
臣
に
対
し
て
行
っ
た
。

同
日
開
催
さ
れ
た
漁
港
漁

場
整
備
促
進
議
員
連
盟
の
臨

時
総
会
で
の
決
議
を
受
け
て

実
施
し
た
も
の
で
、
夢
と
活

力
の
あ
る
次
期
漁
港
漁
場
整

備
長
期
計
画
の
策
定
、
令
和

４
年
度
水
産
関
係
公
共
予
算

の
満
額
確
保
と
関
係
施
策
の

実
現
を
求
め
た
。

衛
藤
会
長
は
「
次
期
長
期

計
画
は
ま
さ
に
鈴
木
大
臣
が

作
っ
た
計
画
。
こ
れ
に
基
づ

き
整
備
が
着
実
に
推
進
で
き

る
よ
う
、�
鈴
木
予
算
�
を

編
成
し
て
欲
し
い
」と
要
請
。

こ
れ
に
対
し
鈴
木
大
臣
は

「
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
質
の

高
い
予
算
を
編
成
す
る
必
要

が
あ
る
。
必
要
な
と
こ
ろ
に

必
要
な
額
を
付
け
る
よ
う
し

て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。

申
し
入
れ
に
参
加
し
た
１３
名

の
国
会
議
員
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）。

【
衆
議
院
議
員
】

衛
藤
征
士
郎
、
井
林
辰
憲
、

金
田
勝
利
、
藤
井
比
早
之

【
参
議
院
議
員
】

青
木
一
彦
、
石
井
浩
郎
、

堂
故
茂
、
長
峯
誠
、
舞
立
昇

治
、
牧
野
た
か
お
、
三
浦
靖
、

山
下
雄
平
、
山
本
順
三

茶
谷
主
計
局
長
へ
も

満
額
確
保
を
要
請

ま
た
、
１２
月
２
日
の
午
後

４
時
３０
分
か
ら
財
務
省
の
茶

谷
栄
治
主
計
局
長
に
要
請
。

衛
藤
会
長
が
「
局
長
に
旗
を

振
っ
て
い
た
だ
き
、
概
算
要

求
額
の
１８
％
増
と
い
う
数
字

を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
求
め
る
と
、
茶
谷
局

長
は
「
鈴
木
大
臣
の
水
産
に

か
け
る
熱
い
思
い
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
て
い
る
。
要
請
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
出

来
る
限
り
の
こ
と
を
や
り
た

い
」
と
話
し
た
。

こ
の
日
の
要
請
に
は
衛
藤

会
長
、
山
本
順
三
幹
事
長
、

青
木
一
彦
事
務
局
長
が
参
加

し
た
。

緊
急
特
別
決
議
で
は
、
地

域
か
ら
の
要
望
の
強
い

〇
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た

夢
と
活
力
の
あ
る
次
期
長
期

計
画
の
策
定
と
令
和
４
年
度

予
算
の
確
保

〇
沿
岸
漁

業
再
生
や
養

殖
業
振
興
な

ど
、
水
産
業

の
成
長
産
業

化
に
資
す
る

漁
港
漁
場
整

備
の
推
進

〇
都
市
と

の
交
流
拡
大

と
多
様
な
担

い
手
の
活
躍

に
よ
る
漁
港

・
漁
村
の
活

性
化
推
進

〇
安
全
安
心
な
生
活
を
守

り
強
大
化
す
る
自
然
災
害
に

備
え
た
防
災
・
減
災
・
長
寿

命
化
対
策
の
推
進

を
実
施
す
る
た
め
に
令
和

４
年
度
水
産
関
係
公
共
予
算

の
要
求
額
を
満
額
確
保
す
べ

き
、
と
し
て
い
る
。

全
国
海
岸
事
業
促
進
連
合

協
議
会
（
会
長
・
磯
部
雅
彦

高
知
工
科
大
学
学
長
、
構
成

‥

全
国
漁
港
海
岸
防
災
協

会
、
全
国
農
地
海
岸
保
全
協

会
、
港
湾
海
岸
防
災
協
議
会
、

（
一
社
）
全
国
海
岸
協
会
）

は
第
２５
回
海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
１１
月
１９
日（
金
）に
東
京

都
内
の
星
陵
会
館
ホ
ー
ル
で

開
催
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
配
信
し
た
。
テ
ー
マ
は「
気

候
変
動
対
応
策
の
現
場
実
装

に
向
け
て
」
。
後
援
は
国
土

交
通
省
と
農
林
水
産
省
。

現
在
の
海
岸
行
政
は
、
気

候
変
動
適
応
策
を
実
装
し
て

い
く
と
い
う
転
換
期
に
あ

る
。
開
催
に
際
し
て
挨
拶
し

た
磯
部
会
長
は
「
本
日
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、
気

候
変
動
の
入
り
口
か
ら
出
口

ま
で
の
有
用
な
情
報
を
持
ち

帰
っ
て
ほ
し
い
」
と
参
加
者

に
呼
び
掛
け
た
。

茨
城
大
学
の
三
村

教
授
が
基
調
講
演

茨
城
大
学
地
球
・
地
域
環

境
共
創
機
構
の
三
村
信
男
特

命
教
授
が
「
気
候
変
動
の
将

来
予
測
と
対
応
策
に
係
る
世

界
の
動
向
」
と
題
し
て
基
調

講
演
し
、
①
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
）
報
告
書
と
気
候
変
動

へ
の
対
応
②
２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
展

開
③
海
岸
保
全
に
関
す
る
研

究
の
進
展
と
今
後
の
課
題
―

―
に
つ
い
て
話
し
た
。

三
村
教
授
は
１
９
０
０
年

以
降
世
界
の
平
均
気
温
が
１

℃
上
昇
し
て
お
り
、
過
去
２

０
０
０
年
間
で
最
も
高
温
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、

将
来
予
測
に
つ
い
て
平
均
気

温
ご
と
の
シ
ナ
リ
オ
を
紹

介
。
ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
考
え
方
と
し
て

「
気
候
変
動
の
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
「
社
会
大
転
換

の
ド
ラ
イ
バ
ー
」
と
い
う
二

つ
の
意
味
を
捉
え
る
必
要
性

を
指
摘
し
た
。

海
岸
保
全
に
つ
い
て
は

「
海
岸
・
沿
岸
域
の
リ
ス
ク

に
直
面
し
て
い
る
部
分
と
経

済
活
動
の
コ
ア
と
な
っ
て
い

る
部
分
を
、
今
後
の
海
岸
保

全
で
ど
う
生
か
す
べ
き
か
」

と
課
題
を
提
起
す
る
と
と
も

に
、
海
岸
の
持
つ
大
き
な
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
示
唆
。
「
海

岸
保
全
の
実
現
の
た
め
に

�
適
応
�と�
緩
和
�と
い

う
気
候
変
動
対
策
を
取

り
込
み
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
時
代
の
、

海
岸
の
新
し
い
可
能
性

を
活
か
し
た
防
護
・
環

境
・
利
用
の
統
合
的
方

策
を
検
討
す
べ
き
」
と

語
っ
た
。

磯
部
会
長
は
「
日
本

国
内
の
気
候
変
動
対
応

の
た
め
の
取
り
組
み
総

括
」
と
題
し
て
講
演
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
、
気
候
変
動
予
測

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ｄ
４
Ｐ
Ｄ

Ｆ
、
気
候
変
動
適
応
法
、
海

岸
法
、
海
岸
保
全
基
本
方
針

・
計
画
、
水
防
法
と
い
っ
た

日
本
の
枠
組
み
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

事
例
紹
介
は
次
の
通
り
。

▽
気
象
庁
大
気
海
洋
部
気

象
リ
ス
ク
対
策
課
の
白
石
昇

司
沿
岸
防
災
情
報
調
整
官

（
海
面
水
位
・
高
潮
・
高
波

の
観
測
事
実
と
将
来
予
測
～

日
本
の
気
候
変
動
２
０
２
０

か
ら
～
）

▽
東
京
都
港
湾
局
港
湾
整

備
部
の
片
寄
光
彦
部
長
（
東

京
港
の
海
岸
保
全
施
設
の
機

能
強
化
に
つ
い
て
）

▽
大
阪
府
都
市
整
備
部
河

川
室
の
山
内
一
浩
室
長
（
大

阪
の
三
大
防
潮
水
門
更
新
事

業
～
気
候
変
動
へ
の
対
応

～
）

令和３年１２月１５日 発行
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漁港は
魚の保育園

漁漁
港港
・・
漁漁
場場
・・
漁漁
村村
のの
整整
備備
促促
進進
にに
関関
すす
るる
決決
議議
をを
承承
認認

������	�
�

漁漁港港漁漁場場漁漁村村整整備備促促進進
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催
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岸
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鈴
木
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務
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福
井
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
青
柳
良
彦
越
前
町

長
）
は
次
期
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
に
係
る
水
産
庁
と

の
意
見
交
換
会
を
１１
月
１５
日

（
月
）
、
福
井
県
福
井
市
の

福
井
県
水
産
会
館
で
開
催
し

た
。
水
産
庁
か
ら
横
山
純
整

備
課
長
と
鈴
木
航
計
画
課
地

域
整
備
係
長
が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
、
青
柳
会
長
が

「
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
水
産
業
お
よ
び

観
光
・
飲
食
業
へ
の
影
響
や
、

原
油
高
騰
の
波
も
押
し
寄

せ
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。し
か
し
な
が
ら
、１１
月

６
日
に『
越
前
が
に
』の
漁
が

解
禁
さ
れ
、
最
高
級
ブ
ラ
ン

ド
『
極
』
に
は
、
過
去
最
高
の

一
杯
８０
万
円
の
値
を
つ
け
て

い
た
だ
い
た
。
水
産
業
だ
け

で
な
く
観
光
や
飲
食
業
を
も

活
気
づ
け
る
良
い
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

本
日
の
議
題
で
あ
る
新
た

な
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

は
、
水
産
業
の
成
長
産
業
化
、

持
続
可
能
な
漁
業
生
産
の
確

保
、
漁
村
の
魅
力
と
所
得
の

向
上
を
三
つ
の
重
点
課
題
に

設
定
し
、
さ
ら
に
社
会
情
勢

の
変
化
へ
の
対
応
を
共
通
課

題
に
掲
げ
、
政
策
の
柱
と
し

て
い
る
。
本
会
と
し
て
は
、

今
後
示
さ
れ
る
新
た
な
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
の
具
体

的
な
目
標
を
目
指
し
て
、
漁

港
漁
場
整
備
に
努
め
て
参
り

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
出
席
者

か
ら
▽
機
能
保
全
計
画
の
採

択
要
件
▽
直
接
補
助
▽
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
と
し
て
の
藻
場

保
全
対
策
の
費
用
対
効
果
▽

水
中
ド
ロ
ー
ン
等
の
海
中
、

海
底
の
見
え
る
化
技
術
の
開

発
▽
外
国
人
が
安
心
し
て
就

労
で
き
る
環
境
整
備
の
制
度

設
計
―
―
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た
。

（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村

総
合
研
究
所
（
漁
村
総
研
、

�
吉
晋
吾
理
事
長
）
は
調
査

研
究
成
果
発
表
会
を
１２
月
１

日
（
水
）
、
東
京
都
千
代
田

区
の
全
電
通
ホ
ー
ル
で
オ
ン

ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
会
場
１

０
０
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
１
１

５
名
の
参
加
を
得
て
開
催
し

た
。
「
東
日
本
大
震
災
か
ら

１０
年
を
振
り
返
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
今
後
の
大
規
模
災
害

へ
の
備
え
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
た
。

開
催
に
際
し
�
吉
理
事
長

は
「
本
日
は
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
１０
年
を
漁
業
集
落
と

水
産
業
の
振
興
の
側
面
で
振

り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
巨
大
地
震

に
対
し
て
、
東
日
本
大
震
災

の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
生
か

し
て
ど
う
備
え
て
い
く
か
を

議
論
し
た
い
」
と
話
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
水

産
庁
の
矢
花
渉
史
漁
港
漁
場

整
備
部
長
は
、
現
在
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
赤
潮
と

軽
石
被
害
に
つ
い
て
「
い
ず

れ
も
不
確
実
性
の
高
い
事
態

で
は
あ
る
が
、
一
年
前
に
ロ

シ
ア
海
域
で
同
じ
よ
う
な
赤

潮
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

や
、
軽
石
に
関
し
て
は
８
月

の
噴
火
後
に
も
う
少
し
注
意

し
て
お
く
こ
と
で
何
か
し
ら

の
備
え
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
」
と
指
摘
し
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め

に
不
測
の
事
態
に
備
え
る
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

論
文
発
表
の
後
、
漁
村
総

研
に
よ
る
復
興
・
復
旧
に
関

す
る
話
題
提
供
を
踏
ま
え
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
大
東
文
化
大
学
経
済

学
部
の
山
下
東
子
教
授
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
▽
岩

手
県
田
野
畑
村
の
佐
々
木
靖

村
長
▽
岩
手
県
宮
古
市
産
業

振
興
部
水
産
課
の
佐
々
木
勝

利
課
長
▽
東
京
海
洋
大
学
の

婁
小
波
副
学
長
▽
芝
浦
工
業

大
学
建
築
学
部
の
佐
藤
宏
亮

教
授
▽
水
産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
水
産
施
設
災
害
対
策
室

の
中
村
隆
室
長
▽
漁
村
総
研

の
林
浩
志
第
１
研
究
部
長
▽

同
伊
藤
靖
第
２
研
究
部
長
が

登
壇
。

高
台
移
転
の
漁
業
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影
響
、

漁
業
の
復
旧
と
復
興
、
漁
業

地
域
に
有
効
な
今
後
の
備
え

に
つ
い
て
議
論
し
た
。

北
海
道
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
�
橋
昌
幸
神
恵
内

村
長
）
は
、
１２
月
１
日
１３
時

３０
分
か
ら
札
幌
市
内
の
ホ
テ

ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
に
お

い
て
、
水
産
庁
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
低
気
圧
に
よ
る

悪
天
候
の
中
、
水
産
庁
、（
公

社
）全
国
漁
港
漁
場
協
会
、北

海
道
開
発
局
、北
海
道
庁
、北

海
道
漁
港
漁
場
協
会
会
員
な

ど
総
勢
８６
名
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
北
海
道
漁
港
漁
場

協
会
の
�
橋
昌
幸
会
長
か

ら
、
「
本
道
漁
業
は
漁
獲
不

振
が
続
き
、
回
復
の
兆
し
が

見
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
魚
種
の
交
代
も
進
ん
で

い
る
た
め
、
海
況
の
変
化
に

対
応
し
た
漁
場
整
備
が
必

要
。
道
東
地
域
で
は
赤
潮
の

発
生
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
が
、国
・
道
の
迅
速
な

対
応
に
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

第
７１
回
全
国
漁
港
漁
場
大

会
は
、
来
年
改
め
て
函
館
で

開
催
さ
れ
る
の
で
多
く
の
皆

さ
ん
に
参
加
を
お
願
い
す

る
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

次
い
で
、
（
公
社
）
全
国

漁
港
漁
場
協
会
の
橋
本
牧
会

長
か
ら
「
こ
の
５
年
間
に
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
消
費
や
観
光

の
激
減
等
随
分
と
状
況
が
変

わ
っ
た
。
地
球
環
境
も
変
化

す
る
中
で
、
科
学
技
術
を
使

っ
て
基
盤
整
備
や
国
際
競
争

力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
も
重

要
。
変
化
に
対
し
て
皆
さ
ん

が
ど
う
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
の
か
、
色
々
な
意
見
を

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

挨
拶
が
あ
っ
た
。

意
見
交
換
会
は
、
水
産
庁

の
横
山
純
整
備
課
長
か
ら
水

産
業
の
成
長
産
業
化
等
３
つ

の
柱
と
こ
れ
を
横
断
す
る
社

会
情
勢
の
変
化
へ
の
対
応

等
、
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら

は
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
、

水
産
業
の
成
長
産
業
化
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型
養
殖
業
、

干
潟
の
環
境
保
全
対
策
、
陸

上
養
殖
の
推
進
、
小
規
模
事

業
の
実
施
対
策
、
災
害
の
未

然
防
止
対
策
等
、
多
岐
に
亘

っ
て
数
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
、
一
つ
一
つ
の
意
見
に
対

し
水
産
庁
か
ら
丁
寧
な
説
明

や
回
答
が
あ
っ
た
。

終
わ
り
に
�
橋
会
長
か
ら

「
水
産
庁
は
皆
さ
ん
の
提
案

を
聞
い
て
く
れ
る
の
で
、
小

さ
な
こ
と
で
も
ど
ん
ど
ん
提

案
を
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、

当
協
会
に
も
言
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
、
２
時
間

に
亘
る
意
見
交
換
会
を
終
了

し
た
。

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
（
岡
貞
行
会
長
）は
、

１１
月
２６
日
（
金
）
午
前
１０
時

か
ら
東
京
都
内
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
品

川
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
を

併
用
し
て
、
令
和
３
年
度
各

研
究
部
会
研
究
課
題
報
告
会

を
開
催
し
た
。

こ
の
報
告
会
は
、
全
日
本

漁
港
建
設
協
会
の
正
会
員
と

賛
助
会
員
が
共
同
し
て
調
査

研
究
を
進
め
て
い
る
テ
ー
マ

に
つ
い
て
発
表
す
る
も
の

で
、
会
員
や
関
係
者
等
約
８０

名
（
会
場
３０
名
、
オ
ン
ラ
イ

ン
５０
名
）
が
参
加
し
た
。

最
初
に
岡
会
長
が
「
当
協

会
は
本
年
５
月
に
漁
港
建
設

業
が
今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か

に
つ
い
て
新
た
な
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
取
り
ま
と
め
て
発
表

し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
挙

げ
た
４
つ
の
課
題
の
１
つ
の

「
革
新
的
技
術
の
導
入
」
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
技
術
が

し
っ
か
り
し
て
い
な
く
て
は

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
い
く
つ
か
の
研
究
会
を

設
け
て
個
々
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
日

は
そ
の
成
果
を
地
域
・
現
場

の
課
題
に
役
立
て
、
業
務
を

推
進
し
て
も
ら
い
た
い
と
の

趣
旨
で
報
告
会
を
開
催
し

た
」
と
挨
拶
し
、
新
漁
港
建

設
業
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
革
新

的
技
術
の
導
入
）
と
題
し
た

話
題
提
供
が
あ
っ
た
。

各
研
究
部
会
の
演
題
及
び

発
表
者
は
次
の
通
り
。

（
１
）
環
境
維
持
保
全
工
法

研
究
会
「
赤
潮
・
貝
毒
対
策

と
し
て
の
環
境
改
善
へ
の
取

組
に
つ
い
て
」
�
エ
コ
ニ
ク

ス

峰
寛
明

（
２
）
漁
港
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

工
法
研
究
会
「
既
設
Ｌ
型
ブ

ロ
ッ
ク
に
お
け
る
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
残
置

型
枠
工
法
の
事
例
紹
介
」
丸

栄
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
�
小

逵
正
彦

（
３
）
�
安
部
日
鋼
工
業
「
Ｈ

Ｐ
Ｔ
・
津
波
対
応
型
タ
ン
ク

の
提
案
」
�
安
部
日
鋼
工
業

堅
田
茂
昌

（
４
）
粘
り
強
い
構
造
研
究

会
「
海
底
設
置
型
フ
ラ
ッ
プ

ゲ
ー
ト
式
可
動
防
波
堤
に
つ

い
て
」
日
立
造
船
�

仲
保

京
一

（
５
）
一
般
社
団
法
人
全
日

本
漁
港
建
設
協
会
「
実
態
に

即
し
た
供
用
係
数
算
定
の
試

み
（
長
崎
県
の
事
例
）」（
一

社
）
全
日
本
漁
港
建
設
協
会

岡
貞
行

（
６
）
静
岡
県
漁
港
建
設
協

会
「
藻
場
の
保
全
・
創
造
の

取
組
に
つ
い
て
」
静
岡
県
漁

港
建
設
協
会

佐
野
茂
樹

北
海
道
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
�
橋
昌
幸
神
恵
内

村
長
）
は
農
林
水
産
省
に
対

し
て
令
和
４
年
度
水
産
基
盤

整
備
予
算
の
確
保
に
関
す
る

要
望
を
１１
月
１７
日
（
水
）
実

施
し
、
赤
潮
対
策
や
増
養
殖
、

高
度
衛
生
管
理
対
策
の
推
進

な
ど
を
求
め
た
。
中
村
裕
之

副
大
臣
、
武
部
新
副
大
臣
、

神
谷
崇
水
産
庁
長
官
、
矢
花

渉
史
漁
港
漁
場
整
備
部
長
に

要
望
書
を
手
渡
し
た
。

要
望
内
容
は
①
海
洋
環
境

の
変
化
に
適
合
し
た
漁
場
整

備
に
よ
る
水
産
資
源
の
回
復

②
防
波
堤
の
設
置
等
に
よ
る

静
穏
域
の
確
保
や
漁
港
の
泊

地
等
を
活
用
し
た
増
養
殖
の

推
進
③
漁
村
の
人
命
・
財
産

を
護
る
漁
港
及
び
海
岸
の
防

災
・
減
災
対
策
の
推
進
④
水

産
物
の
競
争
力
強
化
の
た
め

の
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
対

策
の
推
進
⑤
水
産
業
・
漁
村

の
多
面
的
機
能
の
発
揮
対
策

や
漁
船
、
漁
具
、
機
材
等
の

リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
整
備
の

推
進
等
、
産
地
水
産
業
の
強

化
に
対
す
る
支
援
の
一
層
の

推
進
。

喫
緊
の
課
題
と
し
て
対
策

を
求
め
た
の
が
、
北
海
道
の

太
平
洋
側
で
広
範
囲
に
発
生

し
て
い
る
赤
潮
被
害
。
漁
業

に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。

中
村
副
大
臣
は
赤
潮
対
策

に
つ
い
て
「
漁
業
共
済
の
対

象
で
は
な
い
人

た
ち
に
つ
い
て

も
何
ら
か
の
支

援
を
し
て
い
く

方
針
。
今
後
細

か
な
仕
組
み
を

整
理
し
、
予
算

確
保
に
努
め
た

い
」と
答
え
た
。

武
部
副
大
臣
は

「
こ
れ
か
ら
補

正
予
算
の
編
成

と
な
っ
て
く
る

中
で
、
赤
潮
に

ど
の
よ
う
な
対

応
が
で
き
る
か

し
っ
か
り
と
検
討
す
る
」
と

約
束
し
た
。

要
望
を
終
え
た
�
橋
会
長

は
「
水
産
業
の
振
興
に
重
要

な
５
項
目
へ
の
対
応
を
求
め

た
。
特
に
赤
潮
被
害
に
つ
い

て
は
、
原
因
究
明
と
漁
業
者

の
救
済
対
策
に
国
を
挙
げ
て

尽
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
お

願
い
し
た
。
地
域
の
状
況
や

水
産
業
全
般
に
つ
い
て
熟
知

さ
れ
て
い
る
両
副
大
臣
に
期

待
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

��������	
 ���

水水
産産
庁庁
とと
各各
県県
協協
会会
がが
意意
見見
交交
換換
会会

中
村
副
大
臣
（
上
段
左
か
ら
２
人
目
）
と
武
部
副
大
臣
（
下
段

右
か
ら
２
人
目
）
に
要
望
書
を
手
渡
し
た

赤潮対策な
ど副大臣に要望

えときえとき

北海道漁港漁場協会

福井県漁港漁場協会との意見交換会の様子

北
海
道
漁
港

漁

場

協

会

北海道漁港漁場協会との意見交換会の様子

福
井
県
漁
港

漁

場

協

会

漁 港 漁 場 月 報

第１５回調査研究成果発表会

災害への“備え”で議論

調査研究成果発表会の様子

各
研
究

部

会

研
究
課
題
報
告
会
を
開
催

講演する佐野静岡県漁港建
設協会会長

（（一一財財））漁漁港港漁漁場場
漁漁村村総総合合研研究究所所

（
一
社
）全
日
本
漁
港
建
設
協
会
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